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１ 会議の名称 

  平成30年度岩手県環境保健研究センター研究評価委員会 

２ 目的 

試験研究機関の機能強化や効率的な業務運営の推進、また、効果的・効率的な試験研究の推進を図るため、

「岩手県試験研究評価ガイドライン」及び「岩手県環境保健研究センター機関評価及び研究評価実施要領」

に基づき、外部の専門家・有識者等で構成する研究評価委員会による外部評価結果を踏まえ、研究計画の変

更・見直し等に活用するものです。 

３ 開催日時 

   平成30年11月26日（月）13：30～14：20 

４ 開催場所 

   岩手県環境保健研究センター 大会議室 

５ 評価対象（研究評価課題） 

研 究 課 題 評価区分 研究期間 

1 イヌワシの生息数維持に向けた保全生態学的研究 中間評価 28-32 

 

６ 評価委員 

役 職 氏 名 所 属・職 名 

委員長 坂 田 清 美 岩手医科大学医学部 教授 

委員 

石 川 奈 緒 岩手大学工学部 助教 

小 浜 恵 子 
地方独立行政法人岩手県工業技術センター 

理事兼地域産業技術統括部長 

渋谷 晃太郎 岩手県立大学総合政策学部 教授 

田 端 雅 進 森林総合研究所東北支所 産学官連携推進調整監  

村 上 賢 二 岩手大学農学部 教授  

※ 五十音順、敬称略 
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評 価   

評価委員に 事 に を し、研究課題の 職員による ン ーシ ンの に 等を実

施する で進め、 日委員 評価調 を た きました。   

機関評価及び研究評価の結果 、 委員 の評価調 を ま めたもので、評価委員の総合

評価基 評価結果に対するセンターの対 方 の基 の な ます。 

  

 

１ 研究評価の基 及び対 方  

評価委員に 研究課題に 、 の ～ 評価基 によ 総合評価し た き、 で

評価を た ます。 

      

事 評価

( 課題に

対し 実施) 

要な課題で

、 的に

要

る。 

有用な課題で

、 期に

要

る。 

す き

題等 、

の を

要 する。 

- - 

中間評価

( 課題に

対し 実施) 

順調に進行し

題な

し。 

順調で

る 部

の 地 る。 

研究手法等研

究計画を大

に見直す 要

る。 

研究を中 す

きで る。 
- 

事 評価

( 課題に

対し 実施) 

研究の成果

目 を十分

成した。 

研究の成果

目 を

成した。 

研究の成果

目 を な

た。 

研究の成果

目 を大 に

た。 

研究成果 な

た 

  ※平成30年度 、事 評価及び事 評価の対象 なる研究課題 ま でした。 

 

 

研究課題に対する評価委員 の総合評価及び 評価等のセンターの対 方 、 の です。 

      

事 評価  
研究計画の

実施 

部見直しの

上実施 
 実施しな  - 

中間評価  
研究計画の

実施 

部見直しの

上実施 

研究を 時中

する 

研究を中 ・

する 
- 

事 評価  

研究の成果

目 を十分

成した。 

研究の成果

目 を

成した。 

研究の成果

目 を な

た。 

研究の成果

目 を大 に

た。 

研究成果 な

た 

  ※平成30年度 、事 評価及び事 評価の対象 なる研究課題 ま でした。 
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（評価資料１） 

研 究 課 題 １ イヌワシの生息数維持に向けた保全生態学的研究（2016－2020） 

研究目的・背景 岩手県内で 35 つがいのイヌワシが確認されてきたが、2000 年以降、

消失するつがいが増えている。その背景には長年に及ぶ繁殖成功率の低

迷があると考えられる。今後もイヌワシの生息数を維持していくために、

繁殖率の向上に資する保全方法を明らかにすることが求められる。 

 これまでの研究により、県内の生息状況や生態的特性について解明が

進められてきたが、個体の移動分散、遺伝的構造、営巣地不明つがいの

存在など、生息数の動向を予測するうえで必要となる事項には、未解明

な部分がまだ多い。 

また、繁殖成績や営巣場所の選択についても、地理・地形的条件や植

生、気象要因、個体の年齢、隣接つがいの有無等を考慮して、詳細な分

析を進める必要がある。 

本研究では、こうした課題に取り組むことを通じて、岩手県のイヌワ

シを維持、存続させるために必要な保全手法を明らかにし、提言を行な

うことを目的とする。 

研 究 内 容 ・ 繁殖状況モニタリング 

・ ビデオカメラを用いた繁殖行動解析 

・ 個体識別よる移動分散調査 

・ 遺伝子サンプルの収集と DNA 解析 

・ 地理情報等を用いた営巣地の分布や繁殖成績の解析 

評 価 結 果 〇 総合評価 Ａ（３人）・Ｂ（１人）・Ｃ（０人）・Ｄ（０人） 

〇 総合意見 

・ これまでの成果は十分達成しており、今後二年間で更なる成果が期待

できる。 

・ 全体として、優れた研究を継続しており、さらに継続してほしい。 

なお、岩手県だけでは研究発展の限界もあり、環境省等関連機関と連 

携を深め、更なる発展に向けた工夫をして頂きたい。 

 ・ 重要な研究であり、継続してほしい。 

 ・ 順調に進行しており、特に問題はない。 

センターの対

応方針 

①研究計画のとおり実施 ２一部見直しの上実施 ３計画再考 ４中止 

 

イヌワシは本県の代表的希少野生動植物であり、岩手県次期総合計画（案）

において、本県の恵まれた自然環境が守られている状況を示す指標として、 

イヌワシつがい数の維持を設定することが検討されており、イヌワシの保全

に繋がる研究は続けていきたい。 

こうした中で、県内の協力者や大学等との連携により、生息分布の詳細な

把握や生息適地の予測を進め、今後、餌場の提供や風力発電との共存などに

役立つ成果をあげられるよう取り組んでいきたい。 

また、県外関係者や環境省との連携も図りつつ、より広域的なスケールで

移動分散や遺伝子情報の解析を展開できるよう進めていきたい。 
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